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■
議
案
第
45
号 

小
松
市
病
院
事
業
の
設
置
並
び
に
管
理
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

「
地
域
医
療
支
援
病
院
」
の
承
認
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
非
紹

介
患
者
初
診
加
算
料
を
変
更
す
る
も
の
で
、
紹
介
状
が
無
い
方

に
つ
い
て
は
、
診
療
費
と
は
別
に
国
が
定
め
る
選
定
療
養
費
が

必
要
と
な
る
も
の
で
す
。

　

紹
介
状
が
無
い
方
の
個
人
負
担
額
が
増
え
る
こ
と
か
ら
十
分

周
知
・
説
明
を
行
う
よ
う
求
め
る
意
見
や
、
地
域
の
か
か
り
つ

け
医
に
つ
い
て
も
、
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
県
等
に
働
き
か
け

を
求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
つ
い
て

　

市
で
は
災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

を
備
え
て
お
り
、
本
人
の
同
意
が
あ
れ
ば
避
難
支
援
に
関
わ
る

方
に
情
報
提
供
を
行
い
、
避
難
訓
練
や
見
守
り
等
に
役
立
て
て

い
ま
す
。

　

災
害
時
に
避
難
支
援
に
携
わ
る
方
の
負
担
軽
減
等
の
た
め
に

も
、
名
簿
の
情
報
を
有
効
に
活
用
で
き
る
手
段
が
な
い
か
を
求

め
る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
請
願
第
１
号
「
石
川
県
に
お
け
る
精
神
障
害
者
の
医
療
費
助

成
」
に
つ
い
て

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
を
所
持
す
る
方
が
、
身

体
や
知
的
障
が
い
者
と
同
様
に
障
害
者
医
療
費
助
成
の
対
象
と

し
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　

経
済
的
に
苦
労
さ
れ
て
い
る
方
々
が
い
る
こ
と
や
、
昨
年
の

県
議
会
で
、
同
様
の
請
願
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
こ
と
か
ら
、

本
委
員
会
も
趣
旨
に
賛
同
し
、
全
会
一
致
で
採
択
と
決
し
ま
し
た
。

■
議
案
第
46
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

中　

令
和
２
年
度　

専
決
第
７
号　

小
松
市
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

感
染
症
か
ら
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め
医
療
現
場
で
治
療
等

に
あ
た
る
職
員
に
対
し
、
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給
す
る
も
の
で

す
。
手
厚
い
支
給
を
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
令
和
2
年
6
月
実
施
の
小
松
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験
申
込

状
況
に
つ
い
て

　

看
護
師
は
採
用
予
定
10
人
に
対
し
8
人
の
応
募
で
し
た
。
感

染
症
に
よ
り
医
療
現
場
の
負
担
が
増
し
て
い
る
の
で
、
追
加
募

集
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
第
２
期
こ
ま
つ
創
生
戦
略
に
つ
い
て

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
総
人
口
の
推
移
と
将
来
展
望
、
合
計
特
殊

出
生
率
や
社
会
動
態
を
踏
ま
え
作
成
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
感
染
症
の
影
響
も
あ
る
の
で
人
口
推
計
等
は
現
実
と
照

ら
し
合
わ
せ
て
行
う
よ
う
求
め
る
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
小
松
市
エ
ー
ル
協
力
金
に
つ
い
て

　

感
染
症
の
対
応
に
あ
た
る
医
療
従
事
者
の
支
援
、
小
中
高
校

生
対
象
の
ス
ポ
ー
ツ
等
の
大
会
開
催
等
の
た
め
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
活
用
し
「
小
松
市
エ
ー
ル
協
力
金
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

返
礼
品
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
特
例
控
除
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

■
議
案
第
48
号　

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

高
規
格
救
急
自
動
車
1
台
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。
感
染
症

対
策
と
し
て
、
オ
ゾ
ン
ガ
ス
発
生
装
置
、
オ
ゾ
ン
水
生
成
器
等

を
装
備
し
、
今
年
度
中
に
納
入
見
込
み
と
の
こ
と
で
す
。

■
議
案
第
46
号　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

中　

令
和
２
年
度　

専
決
第
２
号　

所
有
権
移
転
登
記
手
続

請
求
事
件
に
係
る
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
の
土
地
測
量
業
務
に
よ
り
、
市
営
木
曽
町
住
宅
用

地
、
市
道
用
地
内
に
個
人
名
義
の
土
地
が
存
在
す
る
こ
と
が
判

明
し
た
も
の
で
す
。
当
時
の
書
類
や
法
定
相
続
人
へ
の
調
査
を

行
い
ま
し
た
が
、
所
有
権
移
転
未
完
了
と
な
っ
た
原
因
は
不
明

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

平
成
28
年
よ
り
所
有
権
移
転
交
渉
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

事
業
の
開
始
期
限
ま
で
に
手
続
き
が
出
来
な
い
こ
と
か
ら
、
今

回
専
決
処
分
に
よ
る
時
効
取
得
で
の
訴
え
を
行
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。

■
第
22
回
日
本
こ
ど
も
歌
舞
伎
ま
つ
り
ｉ
ｎ
小
松
の
開
催
に
つ

い
て

　

「
第
22
回
日
本
こ
ど
も
歌
舞
伎
ま
つ
り
ｉ
ｎ
小
松
」
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
令
和
３
年
５
月
へ
開
催

を
持
ち
越
す
と
の
こ
と
で
す
。
出
演
予
定
で
あ
っ
た
中
学
1
年

生
役
者
に
つ
い
て
は
、
希
望
を
募
っ
た
上
で
特
別
枠
と
し
て
受

け
入
れ
を
行
い
、
今
年
の
役
者
や
長
唄
囃
子
方
を
取
り
上
げ
た

記
念
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
経
済
対
策
に
つ
い
て

　

キ
ー
プ
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
入
場
定
員
ハ
ー
フ
作
戦
協
力
金
は
、

座
席
数
を
半
分
以
下
に
減
ら
し
た
事
業
者
へ
協
力
金
を
交
付
す

る
と
の
こ
と
で
す
。
事
業
者
に
は
安
心
シ
ー
ル
を
配
布
し
、対
策
・

対
応
を
講
じ
て
い
る
と
宣
伝
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
の
こ
と
で
、

取
り
組
み
が
継
続
す
る
よ
う
期
待
す
る
も
の
で
す
。
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■
小
松
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
の
意
見
交
換

　

高
齢
者
の
就
業
環
境
や
働
き
が
い
・
生
き
が
い
等
に
つ
い

て
調
査
研
究
を
行
う
た
め
小
松
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
の
現
況
と
し
て
、
会
員
数
は
今
年
３
月
末
現
在

で
９
９
８
人
（
男
性 

62
・
７
％
、
女
性 

37
・
３
％
）、
平
均
年

齢
は
73
・
１
才
、
就
業
率
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
契
約
件
数
や
契
約
金

額
に
つ
い
て
は
前
年
に
比
べ
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

仕
事
の
構
成
を
見
る
と
、
木
の
剪
定
等
の
技
能
分
野
と
草

刈
り
等
の
軽
作
業
の
２
つ
の
分
野
だ
け
で
合
計
86
・
１
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

会
員
に
な
ら
れ
た
方
に
入
会
し
た
動
機
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

約
８
割
の
方
が
〝
健
康
増
進
と
生
き
が
い
〟
等
の
た
め
に
就

労
を
希
望
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。〝
元
気
で
は
つ
ら

つ
と
し
た
高
齢
者
を
増
や
す
た
め
〟
に
は
、
生
き
が
い
を
持

っ
て
生
活
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

意
見
交
換
の
中
で
、
女
性
が
取
り
組
み
や
す
い
職
種
を
増

や
す
こ
と
が
、
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
増
え
れ
ば
多
く
の

方
の
入
会
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
草
刈
り
等
軽

作
業
等
か
ら
、
も
っ
と
専
門
的
な
業
務
も
出
来
る
イ
メ
ー
ジ

を
加
え
る
こ
と
で
受
託
業
務
の
拡
大
、
ひ
い
て
は
加
入
者
の

増
加
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
多
く
の
国
々
に
広
が

り
、
小
中
学
校
の
臨
時
休
校
、
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
不
要
不

急
の
外
出
自
粛
等
制
限
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
委
員
会
で

も
、
交
流
人
口
の
拡
大
の
検
討
の
た
め
、
自
粛
後
の
国
民
の

意
識
の
変
化
等
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
り
、
情
勢
を
勘
案
し

て
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
外
出
自
粛
が
続
き
、
旅
行
業
を

は
じ
め
地
域
の
産
業
に
被
害
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国

に
よ
る
需
要
喚
起
策
「
Ｇ
ｏ　

Ｔ
ｏ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
県
は
、「
泊
ま
っ
て
応
援
！

県
民
限
定
宿
泊
割
」
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
当
市
に
お
い

て
も
「
Ｇ
ｏ　

Ａ
ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
こ
ま
つ
」
ま
ち
に
お
出
か
け

し
よ
う
！
等
、
地
域
の
活
力
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
粟
津
温
泉
を
含
む
６
つ
の
温
泉
地
に
お
い
て
「
加

賀
の
國
温
泉
博
協
議
会
」
を
発
足
し
、
加
賀
地
域
の
広
域
的

な
誘
客
を
進
め
、
滞
在
型
観
光
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
の
こ
と
で
す
。

　

本
委
員
会
は
更
に
深
く
調
査
し
、
委
員
会
の
結
論
を
得
る

た
め
、
４
つ
の
北
陸
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
調
査
項
目
を
順

に
進
め
て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
、
並
行
在
来
線
に
つ
い
て

調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

交
流
人
口
拡
大
の
た
め
、
観
光
は
欠
か
せ
な
い
要
素
で
す

が
、
観
光
と
は
異
な
る
切
り
口
で
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
誘
致
等
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

■
在
日
米
軍
再
編
に
係
る
訓
練
移
転
に
つ
い
て

　

現
時
点
で
は
、
小
松
基
地
に
お
け
る
訓
練
計
画
は
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

　

訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
小
松
市
民
に
と
っ
て
関
心
の

高
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
、
速
や
か
な
情
報

提
供
に
努
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

■
小
松
飛
行
場
周
辺
整
備
協
議
会
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
小
松
飛
行
場
周
辺
整
備
協
議
会
総
会
に
お

い
て
決
定
し
た
新
役
員
等
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

■
空
調
復
旧
工
事
に
か
か
る
優
先
措
置
に
つ
い
て

　

平
成
30
年
度
か
ら
後
期
高
齢
者
の
み
の
ご
家
庭
等
の
エ
ア

コ
ン
取
替
え
工
事
が
早
期
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
優
先
措
置

制
度
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
も
受
付
が
開
始
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。

■
小
松
空
港
定
期
路
線
の
運
航
状
況
及
び
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル

ビ
ル
の
運
営
状
況
等
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
国
内

線
の
羽
田
便
は
１
日
１
往
復
ま
で
減
ら
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

６
月
16
日
か
ら
は
１
日
３
往
復
の
運
航
と
な
っ
た
と
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
羽
田
便
の
復
便
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
閉
店
し
て
い

た
エ
ア
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
２
階
の
お
土
産
物
店
が
時
間
を
短

縮
し
な
が
ら
営
業
を
６
月
15
日
か
ら
再
開
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
運
航
の

停
止
が
続
い
て
い
る
国
際
線
に
つ
い
て
情
報
提
供
す
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
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◆6月定例会の議決結果◆

■全会一致で議決された議案

議案名 議決結果

予算案

（4件）

第40号 令和２年度小松市一般会計補正予算（第５号） 可決

第41号 令和２年度小松市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

第42号 令和２年度国民健康保険小松市民病院事業会計補正予算（第２号） 〃

第47号 令和２年度小松市一般会計補正予算（第６号） 〃

条例案

（3件）

第43号 小松市税条例等の一部を改正する条例について 〃

第44号
小松市本社機能立地促進のための市税の課税の特例に関する条例の一部を改正す

る条例について
〃

第45号 小松市病院事業の設置並びに管理条例の一部を改正する条例について 〃

その他議案

（4件）

第46号 専決処分の承認を求めることについて 承認

第48号 財産の取得について 可決

第49号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

第50号 農業委員会委員の任命について 〃

請願（1件） 第 1 号 石川県における精神障害者の医療費助成について 採択

議員

提出議案

（2件）

第 7 号 議会の議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 可決

第 8 号 医療提供体制のより一層の強化を求める意見書 〃

※高野哲郎議長は採決には加わりません。

市議会を傍聴してみませんか
　本会議や常任委員会はどなたでも傍聴できます。

　本会議を傍聴される場合は、傍聴者席（低層棟４階）へお越し下さい。定員は椅子席80人、車椅子席2人です。傍

聴の受け付けの際に、整理番号札をお受け取り下さい。

※ 現在は新型コロナウイルス感染症対策として定員を20名にし、検温、マスク着用をお願いしています。

ご理解･ご協力をお願い致します。

　委員会を傍聴される場合は、議会事務局（低層棟３階）へお越し下さい。定員は各５名です。

◆詳細につきましては、議会事務局（電話0761－24－8138）へお問い合わせ下さい。

（ ）
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　国内外はコロナ一色で、今年予定されていたオリンピックも甲子園もな

くなり、企業もテレワークとなり、学校も休校が続き、世の中が大きく方

向転換しました。大変な毎日のくらしの中、行政というものは、市民の暮

らしに頼りになる存在であるということを実感しました。

　今後小松市でも災害が起こることが考えられます。毎日すごしている

日々を当たり前と思わずに、油断せずに暮らしていかなければならないと思いました。こ

のような中、市民にも行政に関心を持ってもらいたいと思いましたし、行政と市民が力を

合わせないと乗り切れない時代がやってきたとも考えます。これまで以上に、市民に寄り

そった市政が行われるように、私も頑張りたいと思います。 （吉田　寛治）

林 正勝税理士事務所

マ ッ ク 株 式 会 社

代表取締役　所　長　税理士　林　　　正　勝

　　　　　　副所長　税理士　広　田　隆　博

小松市御館町甲52　☎（0761）22-1023　FAX（0761）24-5840

　

不動産鑑定士 中小企業診断士

社会保険労務士

税理士

行政書士

土地家屋調査士

行政書士

弁護士 弁護士 司法書士

澤矢豊伸 竹内広幸 谷口勇一 杉本昌之 中西祐一 三輪哲也 山﨑　豊
TEL0761-21-1122 TEL0761-22-9990 TEL0761-76-5503 TEL0761-24-3633 TEL076-256-5413 TEL0761-43-0848 TEL0761-20-3175

専門家による無料相談会
日時●8月22日㈯ ●9月26日㈯ ●10月17日㈯ ９時～11時30分　会場●小松商工会議所

◆法律◆多重債務◆税金◆登記

◆年金◆会社設立◆相続　等の

ご相談をお気軽に【秘密厳守】

私たちが相談に応じます。

サポートネット

議会だより編集委員会

委員長　　南藤　陽一

副委員長　竹田　良平

委　員　　岡山　晃宏

　　　　　東　　浩一

　　　　　吉田　寛治

　　　　　吉村　範明

☆議会傍聴　☆テレビ小松　☆ホームページ（議会生中継、録画配信）

https://www.city.komatsu.lg.jp/citycouncil/index.html

小松市

イメージキャラクター

カブッキー

日 月 火 水 木 金 土

予 定 9月定例会の日程
※日程は変更になる場合があります。

【問い合わせ】議会事務局  ☎0761-24-8138
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要チ
ェ
ッ
ク
！

8月31日には

市長による提案説明、

9月7・8日には

市政に対する質問、

9月25日には

委員長報告等・採決が

行われます。

小松市政について、

活発な議論が

行われますので

ぜひご覧ください。

本会議（開会）

予算決算常任委員会
総括質疑

各常任委員会（分科会）

議会運営委員会

本会議（閉会）

質疑・質問 質疑・質問

予算決算

常任委員会

議会運営委員会

常任委員会

（分科会）

常任委員会

（分科会）

常任委員会
（分科会）
特別委員会

編 集 後 記


